
第4回 レーシング講習会 概要

◆第4回 テーマ：コース短縮の知識・対応法

・前回の振り返り

・コース短縮①

・コース短縮②

・コース短縮③

・コース短縮 イレギュラーパターン

・まとめ

本日のゴール：コース短縮に適切に対応できるようになる

◆第4回担当

藤野 隼（ふじの しゅん）

主なレース運営実績

・2024関東選手権

・2025関東選手権

・2026ILCAジュニアユースチャレンジカップ

選手としてもILCA全日本などのレースに参加



前回の振り返り

状況をしっかり把握してもったいないミスを減らしましょう

◆第3回 テーマ：コース変更知識・対応法

・コース設定

・コース変更とは

・コース変更時のコース間違い（NSC）を防ぐ

・コース変更時の戦略の考え方

・まとめ

◆提案

・SIを確認しよう

→マークとコースのチェック

・C旗の情報を正確につかもう

→マーク回航だけに集中しないように

・コース変更に合わせてコース取りも変更しよう

→風軸の変化にあわせて風向の変化の幅も変わります

◆コース間違い（NSC）が起こりやすいパターン



コース短縮①

風が無くなってきた場合にはコース短縮の可能性があります

◆コース短縮（スタート後の短縮又は中止RRS 32条）とは

・コース短縮をする場合、以下のいずれかのようにフィニッシュラインを設定する

(a) 回航マークにおいては、その回航マークとS旗を掲げたポールの間

(b) ゲートにおいてはゲート・マークの間

(c)  コース上、艇が横切らなければならないと定められているライン

【目的】

・レース時間の調整

特にどの艇もタイムリミット内にコースの

帆走をできそうにない不十分な風に

なった場合に使用

◆コース短縮の流れ

1.コース短縮の有無と内容の決定

（どのマークでどのボートが行うか）

2.担当マークボートにコース短縮の指示

3.担当マークボートはコース短縮準備

（S旗、アンカリング、着順表など）

4.対象マークにつき次第アンカリング

5.先頭艇が近づいたタイミングでS旗掲揚

＋音響信号2声

6.着順をつける

◆コース短縮のイメージ（上フィニッシュ）

上マーク

下マーク

S旗

＋

クラス旗OR無し

音響信号2声

＋

フィニッシュライン



コース短縮②

フィニッシュラインの位置を把握して正しくフィニッシュしましょう

◆コース短縮のパターン

【上フィニッシュ】 【下フィニッシュ】 【下フィニッシュ（ゲート）】【サイドフィニッシュ】

※ILCAの大会ではSIに、「3レグ以上帆走したマークでフィニッシュすることでコース短縮することがある」と記載が多いので
・ソーセージコースは上フィニッシュ（3レグ帆走）
・トラペゾイドコースは2マークフィニッシュ（4レグ帆走）になることが多い

NG

OK

OK OK
OK

NG

NG NG

オーバーセールしてフィニッシュラインを横切る事は

コースサイドからフィニッシュラインを横切ってないので正しくフィニッシュしたことになりません



コース短縮③

フィニッシュラインを間違えないようにしましょう

◆コース短縮のパターン

2

変

1

4

3

C旗

＋

―

連続した音響信号

＋

【トラぺゾイドコース 2マークでフィニッシュになるパターン】

クラス
旗

クラス
旗

アウターループ艇

インナーループ艇

・アウターループ艇はクローズで2マークへ向かってくる

・インナーループ艇はリーチングで2マークへ向かってくる

フィニッシュラインが1つだと着順をとるのが難しい

フィニッシュラインを2つ設置する

2マークに
フィニッシュラインが設置

変更2マークに
フィニッシュラインが
設置 2マーク手前に

変更マークを
設置するためのC旗



成績に納得が行かない
成績照会

Scoring Inquiry

救済の要求

審問にて誤りが

認められれば成績が修正

コース短縮 イレギュラーパターン

イレギュラーパターンでは最適なフィニッシュを選びましょう

◆コース短縮のマークボートが流れた場合
【上フィニッシュ】 【下フィニッシュ（ゲート）】【サイドフィニッシュ】

OK

通常の位置

イレギュラーな
位置

イレギュラーな
位置

通常の
位置

OK
NG

イレギュラーな
位置

通常の位置

OKOK

◆正しくフィニッシュしたのにDNFになっている場合

成績が
修正されない

OKOK

OK

※コースサイドが曖昧になっている場合はどちらからフィニッシュラインを横切ってもOKです
※マークボートが選手に不利益をもたらさない範囲でホバリングによって位置を補正することは問題ありません

※自艇の前後にフィニッシュした艇を把握しておくとより強く正当性を主張できます



まとめ

本日学んだことをレースに活かしてもらえれば幸いです

本日のゴール：コース短縮に適切に対応できるようになる

◆提案

・フィニッシュラインの位置を把握しよう

→どことどこを結んだ線がフィニッシュラインか理解し正しくフィニッシュしましょう

・フィニッシュラインのイレギュラーパターンに適切に対応できるようになろう

→最適なフィニッシュラインの切りかたを覚えよう

→成績に誤りがある場合は正しく主張しましょう

◆次回予告
・未定（取り上げてほしい内容があればアンケートに記入お願いします。）
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